
英文誌「Analytical Sciences」編集委員会ではか

ねてより，電子出版化とその配布方法に関して検

討をすすめていましたが，この度来年1 9 9 8年1号

（2月発行）より電子出版を開始することが決定さ

れました。詳細は，今後「Analytical Sciences」誌，

本誌およびホームページなどを通じて順次紹介さ

れますが，まずその速報をお伝えいたします。

電子化は，「Analytical Sciences」誌の全ページ

を印刷会社による組版時に本欄本年1号でご紹介

いたしましたPDF(Portable Document Format)形式

のファイルに変換することにより行われます。変

換されたP D Fファイルは，冊子での刊行と同時に

日本分析化学会のホームページに掲載されます。

うれしい事にこうした試みとしては初めて，当面

どなたでも全く自由にダウンロード可能となりま

す。ただし，このP D Fファイルを開いてディスプ

レー上に表示したり印刷するには，専用のアプリ

ケーションAcrobat  Readerが必要です。この

Acrobat Readerは，フリーウェアでほとんどのコ

ンピュータで利用可能であり，雑誌の付録のC D -

R O Mや開発元であるA d o b e社のホームページから

ダウンロード可能です。同誌編集委員会では学会

のホームページでの提供や，年会などでの配布な

どを計画しているようです。また，本号発行の頃

開催されている第4 6年会会場においてデモンスト

レーションも計画されているようです。

なお，当然ですが従来通り冊子での提供も行わ

れます。

電子化された「Analytical Sciences」誌のホーム

ページでの提供方法（入手方法）の詳細につきま

しては，同誌，「ぶんせき」誌やホームページで

紹介されますので，そちらをご覧ください。

「化学の広場」情報

本号で紹介する発言範囲

発言番号：651～674

期間：97/8/01 ～97/8/31

〔Ｑ＆Ａ〕

NMRのクエンチ対策＜関連発言番号＞(592), 651

I C P稼働しました（ブランクについて）＜関連発言番号＞( 6 3 8 ) ,

653, 654, 657, 658, 659, 

二硫化炭素中のブランク＜関連発言番号＞655, 656, 665, 666

高分子物質の色を定量する方法＜関連発言番号＞660, 661, 662,

663, 

HRGC/HRMSってなんですか＜関連発言番号＞667, 668, 669, 670

〔タイトルサービス〕
「ぶんせき」8号，「環境と測定技術」8号，「水情報」8号

＜関連発言番号＞664, 673, 674

〔その他〕
発言移動のお知らせ

＜関連発言番号＞672

「インターネット情報」

ホームページの大きな特徴は，画像などが容易

に扱えるマルチメディア性にあると言えます。従

来のデータベースは，どちらかと言えばテキスト

あるいは数値情報以外は扱い難いものでした。し

かし，分光データの多くはそのスペクトルが閲覧

できるかどうかが使い勝手に大きく影響します。

そこで，本号では工業技術院・物質工学工業技

術研究所が提供する有機化合物のスペクトルデー

タベース( h t t p : / / w w w . a i s t . g o . j p / R I O D B / S D B S )のホ

ームページを紹介します。

次ページにトップページおよび質量スペクトル

と1 3C - N M Rスペクトルの例などを掲載しました。

現在提供されているデータベースは，質量分析

（1 8 , 0 0 0スペクトル）の一部と1 3C - N M R ( 9 , 7 0 0スペ

クトル）および1H - N M R ( 1 0 , 1 0 0スペクトル)が公開
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されています。また，E S R，赤外，ラマンスペクト

ルも公開準備中とのことです。大いに利用価値があ

りそうです。

担当の方にお伺いしたところ，かなり多くのアク

セスが国内外からあるそうです。もちろん国内から

のアクセスが最も多いのですが，感想やご要望など

のコメントは逆に国内からはほとんどなく，もっぱ

ら海外からとのことです。貴重なデータベースを無

償で利用させていただくわけですから，一言だけで

もコメントや謝辞を差し上られたらと思います。ど

うも私たちはその一言が苦手なようですが，この一

言が大事に思われます。

「ぶんせき」誌，本欄そしてホームページへのご

意見・ご要望やアイディアをお待ちしております。

〔「ぶんせき」編集委員会〕


